
フィールド方式による産肉性の育種価評価とフィールド方式による産肉性の育種価評価と
その利用体系の開発その利用体系の開発

1)1) フィールドデータ収集システム確立チームフィールドデータ収集システム確立チーム

2)2) 育種価評価技術開発チーム育種価評価技術開発チーム

3)3) 育種価情報普及システム構築チーム育種価情報普及システム構築チーム

4)4) 種雄牛作出体系構築チーム種雄牛作出体系構築チーム

フィールド方式の肉用牛改良システム開発グループフィールド方式の肉用牛改良システム開発グループ



昭和50年代の状況

量よりも質重視へ

牛肉についても肉質重視の方向
外貌審査における

「資質」への疑問

牛肉輸入の自由化への圧力

和牛の産肉性の改良



後代検定

後代牛の肥育成績
に基づいて父牛の
能力を評価する

産肉性の遺伝的
能力評価ができ
ない

過去に検定された
既存種雄牛との遺
伝的能力比較がで
きるシステムになっ
ていない

検定場方式の産肉能力検定
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単一農協

複数農協

（小規模農家群）

子牛生産－肥育一貫地域

肥育地域

枝肉形質

フィールド方式の育種価評価の考え方

育種価評価



集団の遺伝的改良集団の遺伝的改良集団の遺伝的改良

育種価情報

普及システム
種雄牛作出体系

枝肉市場成績

（フィールドデータ）

枝肉市場成績枝肉市場成績

（フィールドデータ）（フィールドデータ）

データ収集システム

育種価評価技術

研究開発チーム構成と開発イメージ



子牛市場

デ－タ収集センター

繁殖農家

デ－タ処理センター

子牛市場記録 枝肉記録

枝肉市場

肥育農家

個体識別番号
血統、生年月日
生産農家
市場日、出荷時体重、価格
購買者名

個体識別番号
肥育農家
と畜日、出荷時体重
枝肉記録、枝肉単価

フィールドデ－タ収集システム

肥育牛枝肉記録

データベース構築

育種価評価

血統記録

個体識別番号
生年月日
産地
父と母の個体識別番号

子牛市場記録



枝肉記録

肥育農家

月齢

年次

遺伝父牛 母牛

（遺伝的能力：育種価）

フィールドデ－タを用いての育種価評価法

育
種
価
評
価
法

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｐ
法



BLUP法による育種価評価のための最適条件

評価モデル
母方祖父モデルおよび雌雄同時評価モデル
あるいは

個体モデルa)

母数効果として取り込む要因

肥育農家 枝肉市場×出荷年の組み合わせ 肥育期間
終了時月齢 性

血縁情報

肥育牛から2代祖までの血統記録

a) フィールド記録が大量に蓄積され、コンピュータの性能が向上した時点で、
このモデルに移行していった。



データ処理センター

家畜保健衛生所

普及センター

市町村

ＪＡ

繁殖雌牛評価成績
種雄牛評価成績

繁殖農家子牛購買者

育種価情報普及システムにおける情報の流れ

あか牛
登録協会

登録協会
支部



種雄牛 雌 牛

交配
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フィールド方式の肉用牛改良システム



種雄牛 雌 牛
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子 牛
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育種価評価

枝肉市場
フィールドデータ
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更新雌牛

雌牛淘汰
選抜

フィールド方式の肉用牛改良システム



枝肉形質に関する遺伝的趨勢

集
団
平
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繁殖雌牛の出生年

BMS (Oita)
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BMSナンバー 枝肉重量 皮下脂肪厚枝肉重量
（kg）

皮下脂肪厚
（mm）
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検定方式
ステーション
検定方式 フィールド

検定方式
フィールド
検定方式

検定場
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検定場
方式 フィールド
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脂肪交雑
（BMSナンバー）
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育種価評価
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フィールド方式の肉用牛改良システム
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第十六光重

光重ＥＴ

菊重

P1

P2

P3

生年区分

能力検定以前(～1967)
検定場方式(1968～1986)
フィールド方式(1987～)

第十四光重

波中島波光

第二光丸

光武福花

重波
重玉



「光重ET」から「第十六光重」を作出

光重ET

第十六光重
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黒毛和種(大分)種雄牛の枝肉重量と脂肪交雑に関する育種価の散布図
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寿恵福
糸福

千代

千代竜

糸竜

P1

P2

P3

生年区分

能力検定以前(～1967)
検定場方式(1968～1982)
フィールド方式(1983～)

隆茂３８

宮茂９９７

藤平茂

茂桜



総理大臣賞・農林水産大臣賞に輝いた「寿恵福」



遺伝的改良の経済効果

年当たりの遺伝的改良量

枝肉重量
脂肪交雑

0.98 kg/ 年
0.18 BMSナンバー / 年

平成16年度実績
平均枝肉重量
平均枝肉価格
BMSナンバー1ランク当たりの枝肉単価
肥育農家当たり平均出荷頭数

460 kg
2,000円 / kg
150円
60 頭 / 年

経済効果

枝肉重量の改良 0.98×2,000×60       ＝117,600円
脂肪交雑の改良 0.18×150×460×60＝745,200円
合 計 862,800円 / 農家 / 年



フィールド方式の肉用牛改良システム開発グループ

代表 佐々木義之

大分県
1) 佐々江洋太郎 岩倉哲雄 石橋隆史
3) 伊藤雅之4) 佐藤 亘 倉原貴美
4) 志賀一穂 梅木英伸

熊本県
1) 児玉一宏4) 堀 勇策
3) 守田 智 恒松正明
4) 松本道夫 住尾善彦 北 伸祐 小邦朋子

京都大学
1) 伊藤要二
2) 佐々木義之3) 4) 守屋和幸 三宅 武

1)  フィールドデータ収集システム確立チーム 2)  育種価評価技術開発チーム
3)  育種価情報普及システム構築チーム 4)  種雄牛作出体系構築チーム











ＢＬＵＰ法による育種価の有効性

小規模な肥育農家

小規模な枝肉市場
条件下に収集されたフィールドデータ

ＢＬＵＰ法による育種価評価

有効性の実証
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後代雄牛の遺伝的能力に及ぼす父牛および母牛の影響

（糸福号を父に持つ種雄牛）
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